
北海道国民健康保険団体連合会 行動計画 

 

 

男女ともに本会職員が活躍できる雇用環境の整備を行うため、次のように行

動計画を策定する。 

 

 

１．計画期間  令和５年３月１日 ～ 令和 10年２月 28日 

 

 

２．内容 

 

 

 

【対策】 

 女性職員の育児休業取得率 100％を維持するために、産休・育休の取得や職場

復帰にあたり、職場環境の整備に努める。 

また、出産や育児に関する休暇制度等について周知を行い、男性職員の育児休

業取得を促進し、取得率 50％以上を維持する。 

 

 

 

 

 

【対策】 

（１）職員の努力 

  職員は、自らの業務を計画的に処理するとともに、毎月１日以上を目安とし

て、積極的な年次有給休暇の取得に努める。 

（２）管理職員の取組 

① 日頃から、年次有給休暇の計画的かつ積極的な取得を奨励し、年次有給

休暇に関する数値目標を達成しやすい雰囲気づくりに努める。 

② 職員個々の年次有給休暇取得実績を定期的に把握し、特に、年次有給休 

暇の取得が少ない職員に対しては、数値目標を達成できるよう、年次有給

休暇の積極的な取得を個別に勧奨する。 

③ 数値目標を達成できない部署がある場合、原因分析をするとともに、目

標達成に向けた取組を徹底する。 

 

目標１：女性職員の育児休業取得率 100％を維持するとともに、男性職員の取

得率 50％以上を維持する。 

目標２：年次有給休暇の取得日数を、１人当たり平均年間 12日以上とする。 


